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【協議会設立の目的】

1.協議会設立の目的・会議スケジュール

図 湖西市「ゼロカーボンシティ」宣言の内容
出典：湖西市「湖西市「ゼロカーボンシティ」宣言」

国による2050年カーボンニュートラル宣言

湖西市「ゼロカーボンシティ」宣言の表明

湖西市におけるゼロカーボン実現に向けた計画の策定・推進
の必要性が高まっている

温暖化の進行による気候変動問題の深刻化

静岡県による2050年温室効果ガス排出量実質ゼロ表明

パリ協定の採択（世界各国の目標決定）

ゼロカーボン実現に向けた計画の策定や推進に係る事項
について本協議会で協議を行う

＜2015年12月＞

＜2020年10月＞

＜2021年2月＞

＜2022年4月＞
地球温暖化対策計画の閣議決定(2030年46％削減)
＜2021年10月＞

第4次静岡県地球温暖化対策実行計画の策定
(2030年46.6％削減)

＜2021年7月＞
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• 本協議会は来年1月までに全5回を実施する予定です。

会議名 時期 主な議事内容

第1回協議会
（今回） 令和5年3月30日

• 協議会設立の目的・会議スケジュールのご説明
• 地球温暖化に係る動向のご説明
• 湖西市の現状と課題のご説明
• ゼロカーボン実現に向けた目標（案）のご説明
• 目標達成に向けた施策（案）のご説明

第2回協議会 令和5年5月下旬
（予定） • 地域の将来ビジョンや目標達成に向けた施策についての意見交換

第3回協議会 令和5年7月下旬
（予定）

• 地域の将来ビジョンや目標達成に向けた施策についての意見交換
• 「(仮称)湖西市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」素案のご説明

第4回協議会 令和5年10月中旬
（予定）

• 「(仮称)湖西市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」素案についての
意見交換

• 施策の推進体制についての意見交換

第5回協議会 令和6年1月下旬
（予定）

• パブリックコメントの内容及び対応についてのご説明
• 今後の計画推進についての意見交換
• 協議会の総括

1.協議会設立の目的・会議スケジュール
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【地球温暖化とは】
通常は、太陽光の熱エネルギーは、地球に降り注いだ後、適度な温室効果ガスの層を通過し、宇宙へ熱エネ
ルギーを放出しています。しかし、産業革命以降、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出が増加し、
温室効果ガスの層の濃度が高まり、熱エネルギーが放出されにくくなり、残る熱量が増えてきています。
これにより、地球の気温が上昇していくことを地球温暖化といいます。

図 地球温暖化のメカニズム
出典：全国地球温暖化防止活動推進センター(以降「JCCCA」という)「温暖化とは？地球温暖化の原因と予測」

2.地球温暖化対策に係る動向
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【地球温暖化による影響】
地球温暖化は、様々な悪影響を地球規模で及ぼしており、これら地球温暖化による影響は「気候変動問題」
と言われています。気候変動問題は地球規模で解決すべき喫緊の課題であり、世界各国で対策が進められて
います。

2.地球温暖化対策に係る動向

図 日本における地球温暖化に起因する被害
出典：環境省「地球温暖化対策を学ぶ啓発プレゼンテーション資料」

図 地球温暖化による主要なリスク
出典：JCCCA「将来の主要なリスクとは？」
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2.地球温暖化対策に係る動向（国際的動向）
【パリ協定】
世界的な平均気温上昇を、産業革命以前に比べて2℃よりも十分低く保ち、1.5℃に抑える努力を追求す
ることを世界共通の目標として合意しました。

図 パリ協定の主な特徴
出典：環境省「「地球温暖化対策を学ぶ」啓発プレゼンテーション資料」



6

2.地球温暖化対策に係る動向（国際的動向）
【気候変動に関する政府間パネル（IPCC）】
気候変動に関する事項を政府の推薦などで選ばれた専門家がとりまとめます。IPCCの報告書は、国際的な
対策に科学的根拠を与える文書であるため、強い影響力を持っています。

図 IPCC報告書における温暖化と人間活動の影響に関する表現の変化
出典：JCCCA「IPCC第6次評価報告書」

図 世界平均気温の予測
出典：JCCCA「IPCC1.5℃と区別報告書」
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【2050年カーボンニュートラル】
化石燃料からの転換、再エネの利用によるCO2削減と森林等によるCO2吸収により、排出量を実質ゼロとす
ることでカーボンニュートラルが実現します。

図 カーボンニュートラルのイメージ
出典：環境省「脱炭素ポータル」

2.地球温暖化対策に係る動向（国内の動向）
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【2030年温室効果ガス46％削減】
表 地球温暖化対策計画における日本の温室効果ガス削減目標

2.地球温暖化対策に係る動向（国内の動向）

出典：環境省「脱炭素ポータル」
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【第4次静岡県地球温暖化対策実行計画】
• 静岡県は、2030年度までに温室効果ガス排出量を2013年度比で46.6％削減、2050年度までに温
室効果ガス排出量実質ゼロを目標としています。

2.地球温暖化対策に係る動向（静岡県の動向）

図 静岡県における地球温暖化に係る目標と脱炭素社会実現に向けた道筋
出典：静岡県「第4次静岡県地球温暖化対策実行計画（概要版）」
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【(仮称)湖西市地球温暖化対策実行計画の策定】
今後、本協議会による審議及びパブリックコメントを通じて、「ゼロカーボンシティ」実現のために、具体的な目標
及び取り組むべき施策を定め、温暖化対策を実行するための計画を策定していきます。

2.地球温暖化対策に係る動向（湖西市の動向）

表 計画の策定スケジュール

年月
令和5年 令和6年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画書
作成

協議会
開催

パブリック
コメント

第1回 第2回

将来ビジョン
及び施策検討

第3回 第4回 第5回

計画素案作成 計画素案修正

パブリック
コメント

計画本稿作成

計
画
公
表
予
定

校正



3.湖西市の現状と課題（地域特性）
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• 浜名湖や湖西連峰など、周囲を水や緑に囲まれた、
豊かな自然環境を有しています。

• 30年間で気温、降水量はともに増加傾向です。
• 日照時間は全国的にも高い数値となっています。
• 近年、台風などの局地的な大雨による、土砂災害
や河川の氾濫などの大きな災害が増加しています。

図 湖西市の年間日照時間の推移(1991～2020年)
出典：気象庁「過去の気象データ」

【自然的特性】

湖西市平均：2,257.9時間/年
全国平均 ：1,915.9時間/年

図 嘯月橋の一部損壊（浜松市）
出典：国土交通省「台風15号による主な被害状況等について」

図 湖西市の年平均気温と降水量の推移（浜松観測所）
出典：気象庁「過去の気象データ」



12

3.湖西市の現状と課題（地域特性）
【社会的特性】

• 人口は2005年をピークに減少傾向にあります。
• 世帯数は増加傾向ですが、1世帯当たりの人員は
減少しています。

• 年少・生産年齢人口は減少、老年人口は増加して
おり、少子高齢化の傾向にあります。

• 旅客自動車が増加傾向、貨物自動車が減少傾向
になっています。

図 旅客・貨物自動車保有台数の推移
出典：環境省「自治体排出量カルテ」

図 年齢3区分別人口および人口割合
出典：総務省「国勢調査」

図 人口、世帯数および1世帯当たり人員の推移
出典：総務省「国勢調査」
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3.湖西市の現状と課題（地域特性）
【経済的特性】

図 全国、静岡県、湖西市の産業別就業者の割合
出典：総務省「国勢調査」

図 産業別修正特化係数
出典：環境省「湖西市の地域経済循環分析【2018 年度】」

• 第二次産業（製造業・建設業 等）の就業者数が
全国・静岡県と比較しても高い割合にあります。

• 自動車関係の製造業の集積度が高く、本市の主産
業であると言えます。
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3.湖西市の現状と課題（地域特性）
【経済的特性】

図 湖西市の所得循環状況（2018年）
出典：環境省「湖西市の地域経済循環分析【2018 年度】」
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表 アンケート調査の概要

• 湖西市内事業者200社を対象として、再エネ導入実態の把握および地球温暖化対策の取組実態の把握
を目的としてアンケート調査を実施しました。

項目 内容

調査対象 湖西市内事業者200社

調査方法
配布：郵送
回答：郵送またはインターネット回答

（Microsoft Formを使用）

調査期間 2022年10月21日～2022年11月11日（発送より約3週間）

回答数 郵送：29
ネット：30

回答率 59/200（29.5％）

3.湖西市の現状と課題（アンケート調査）
【アンケート調査の概要】
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問6.地球温暖化対策の取組状況

3.湖西市の現状と課題（アンケート調査）
【アンケート調査結果】

• マイカー利用が多い
• 公共交通利用が少ない

就業先への通勤に利用できる
公共交通網の不足が課題
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問8.再エネ設備の導入状況・課題

3.湖西市の現状と課題（アンケート調査）
【アンケート調査結果】

問8.再エネ設備の導入状況・課題

再エネ導入率が低い

高額な導入費用と
設備の老朽化
が課題
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【温室効果ガスの区分・定義】
• 温室効果ガスはCO2をはじめとした7種のガスと定義されます。
• 本市の温室効果ガス排出量はこれらのガスをCO2換算して算出します。

3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

図 温室効果ガスの特徴と人為起源で発生する温室効果ガス排出の内訳
出典： JCCCA「温室効果ガスの特徴」
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【温室効果ガス排出量推計の対象】
• 排出量の推計は、下記を対象とし、「対策未導入」「対策導入」の2パターンで実施します。
• 対象年度は、2013年(基準年) 2019年(現況年) 2030年(中間目標) 2050年(長期目標)です。

3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

ガス種 部門・分野 説明

エネルギー起源
CO2

産業部門

製造業 製造業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出

建設業・鉱業 建設業・鉱業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出

農林水産業 農林水産業における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出

業務その他部門 事務所・ビル、商業・サービス業施設のほか、他のいずれの部門にも
属しないエネルギー消費に伴う排出

家庭部門 家庭における工場・事業場のエネルギー消費に伴う排出

運輸部門

自動車(貨物) 自動車（貨物）におけるエネルギー消費に伴う排出

自動車(旅客) 自動車（旅客）におけるエネルギー消費に伴う排出

鉄道 鉄道におけるエネルギー消費に伴う排出

エネルギー起源
CO2以外のガス 廃棄物分野 焼却 一般廃棄物 廃棄物の焼却処分に伴い発生する排出

【非エネルギー起源CO2 CH4 N2O】

森林吸収源 森林によるCO2吸収

表 温室効果ガス排出の推計対象



【将来推計結果（対策未導入ケース）】
• 対策未導入ケースにおいては、製造品出荷額の増加・第3次就業者数の増加・世帯数の増加・旅客自

動車の保有台数の増加が温室効果ガス排出量の増加要因となっています。
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3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

表 対策未導入ケースの将来推計結果



【将来推計結果（対策未導入ケース）】
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3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

図 対策未導入ケースの将来推計結果

減少

増加微減

現況(2019)年度で
製造業の全体に対する
排出割合は約75％

現況年 中間目標 長期目標

基準年



【将来推計結果（対策導入ケース）】
• 対策導入ケースにおける目標削減量は、国の目標を前提として、2030年度までに2013年度比で

46％削減と設定しています。
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3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

表 対策導入ケースの将来推計結果



【将来推計結果（対策導入ケース）】
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3.湖西市の現状と課題（温室効果ガス排出量）

図 対策導入ケースの将来推計結果

現況年

中間目標

長期目標

基準年比
46％削減

基準年

実質ゼロ

主産業である製造業の
排出量削減が重要
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【再生可能エネルギーとは】
再生可能エネルギーは、繰り返し使え、環境への負荷が少ない自然の力を利用したエネルギーです。
これらの再生可能エネルギーから、電気・熱エネルギーへ変換し利用することで、CO2を削減できます。

図 主な再生可能エネルギー
出典：電源開発「再生可能エネルギー早わかり！」

3.湖西市の現状と課題（再生可能エネルギー）

水力
太陽光

風力

バイオマス 地熱
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3.湖西市の現状と課題（再生可能エネルギー）
【湖西市の再エネ導入状況】

図 FIT電源の導入量と対消費電力FIT導入比の推移
環境省「自治体排出量カルテ」

図 再エネ導入量の内訳
環境省「自治体排出量カルテ」

kW
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3.湖西市の現状と課題（再生可能エネルギー）
【湖西市の再エネ導入ポテンシャル】 表 湖西市の再エネ導入ポテンシャル

表 湖西市のエネルギー需要量

大区分 中区分 
導入ポテンシャル ポテンシャル 

/全体(%) MW MWh/年 

太陽光 

建物系 273.535 392,738.880 44.3 

土地系 307.623 439,419.820 49.5 

小計 581.157 832,158.700 93.8 

風力 陸上風力 20.400 55,192.315 6.2 

中小水力 

河川部 0.000 0.000 0.0 

農業用水路 0.000 0.000 0.0 

小計 0.000 0.000 0.0 

バイオマス 

木質バイオマス 0.000 0.000 0.0 

廃棄物バイオマス 0.000 0.000 0.0 

小計 0.000 0.000 0.0 

地熱 

蒸気フラッシュ 0.000 0.000 0.0 

バイナリー 0.000 0.000 0.0 

低温バイナリー 0.000 0.000 0.0 

小計 0.000 0.000 0.0 

再生可能エネルギー（電気）合計 601.557 887,351.015 100.0 

 

大区分 需要量 単位 対ポテンシャル需要割合 

区域の電気使用量 1,264,096.008 MWh/年 70.2% 

熱需要量 3,829,932.822 GJ/年 61.0% 

 

88.7万 ÷ 126.4万=70.2%
ポテンシャル 需要 自給率

出典：環境省「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」
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3.湖西市の現状と課題（まとめ）
項目 特徴・課題など

地域特性

自然的特性
・浜名湖や湖西連峰など、豊かな自然環境を有しています。
・気温、降水量はともに増加傾向です。
・日照時間は全国的にも高い数値となっています。
・近年、台風の局地的な大雨による、土砂災害や河川の氾濫などの大きな災害が増加しています。

社会的特性
・人口は減少傾向にあります。
・世帯数は増加傾向ですが、1世帯当たりの人員は減少しています。
・年少・生産年齢人口は減少、老年人口は増加しており、少子高齢化の傾向にあります。
・旅客自動車が増加傾向、貨物自動車が減少傾向にあります。

経済的特性
・製造業が全国平均と比較して突出しています。
・産業別就業者の割合は、第二次産業が全国や静岡県と比較しても多くなっています。
・エネルギー代金として年間約305億円を域外から購入しています。

アンケート調査
・公共交通の利便性が低く、マイカー利用が多いことが分かりました。
・再エネ設備を導入している事業者は約30％であり、電源種は太陽光発電が主となっています。
・再エネ設備導入の課題となっているのは導入にかかるコストや建物の老朽化が挙げられます。

温室効果
ガス排出量

現況 ・現況年度における排出量のうち約75％が主産業である製造業からの排出となっています。

対策未導入ケース ・基準年から2030年までは、減少していきますが、2030年以降は増加する見込みとなっています。
・製造品出荷額など増加が予測されたことにより挙げられます。

対策導入ケース ・目標達成に向けては、主産業である製造業に対して重点的な対策を講じる必要があります。

再生可能エネルギー

・再エネ導入量は継続して増加してきていますが、量としては電力需要の9.5％に留まっています。
・導入済みの再エネのうち99％が太陽光発電であり、土地系太陽光が大半を占めています。
・再エネ導入ポテンシャルは、太陽光が主であり、全体の93.8％を占めています。
・電力需要に対するポテンシャルは70.2％であり、需要に対してポテンシャルが不足しています。
・洋上風力の高いポテンシャルを有しており、技術革新により本市の重要な電源となる可能性があります。
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【再エネ導入目標】
• 再エネ導入目標は、本市の電力需要を考慮し、静岡県の目標を前提として、2030年度までに電源構成

の30.6％を再エネ電源とする目標としています。
表 再エネ導入目標（案）

大区分 中区分 
ポテンシャル 

2030年 2050年 

導入目標 

(MWh/年) 

ポテンシャル 

導入率 

導入目標 

(MWh/年) 

ポテンシャル 

導入率 (MWh/年) 

太陽光 

建物系 392,738.9 185,756.1 47.3% 360,482.3 91.8% 

土地系 439,419.8 200,436.9 45.6% 369,131.7 84.0% 

小計 832,158.7 386,193.0 46.4% 729,614.0 87.7% 

風力 陸上風力 55,192.3 0.0 0.0% 44,153.9 80.0% 

中小水力 

河川部 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

農業用水路 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

小計 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

バイオマス 

木質バイオマス 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

廃棄物バイオマス 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

小計 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

地熱 

蒸気フラッシュ 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

バイナリー 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

低温バイナリー 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

小計 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0% 

合計 887,351.0 386,193.0 43.5% 773,767.8 87.2% 

  電源構成の再エネ割合 

現況年度電力需要量 1,264,096.0 30.6% 61.2% 
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【再エネ導入目標】 表 再エネ導入目標（案）（太陽光内訳）

中区分 小区分 
ポテンシャル 

(MWh/年) 

2030年 2050年 

導入目標 

(MWh/年) 

ポテンシャル 

導入率 

導入目標 

(MWh/年) 

ポテンシャル 

導入率 

建物系 

官公庁 4,268.7 3,415.0 80.0% 4,268.7 100.0% 

病院 1,489.5 1,191.6 80.0% 1,489.5 100.0% 

学校 7,008.0 5,606.4 80.0% 7,008.0 100.0% 

戸建住宅等 137,501.2 68,750.6 50.0% 123,751.1 90.0% 

集合住宅 2,531.1 1,265.6 50.0% 2,278.0 90.0% 

工場・倉庫 76,561.7 23,734.1 31.0% 68,905.5 90.0% 

その他建物 163,033.5 81,516.7 50.0% 152,436.3 93.5% 

鉄道駅 345.2 276.2 80.0% 345.2 100.0% 

小計 392,738.9 185,756.1 47.3% 360,482.3 91.8% 

土地系 

最終処分場 一般廃棄物 4,354.0 3,483.2 80.0% 4,354.0 100.0% 

耕地 
田 77,080.8 38,540.4 50.0% 65,518.7 85.0% 

畑 254,311.9 127,156.0 50.0% 216,165.1 85.0% 

荒廃農地 
再生利用可能 17,468.9 5,240.7 30.0% 13,975.1 80.0% 

再生利用困難 85,427.2 25,628.2 30.0% 68,341.8 80.0% 

ため池 777.0 388.5 50.0% 777.0 100.0% 

小計 439,419.8 200,436.9 45.6% 369,131.7 84.0% 

太陽光発電合計 832,158.7 386,193.0 46.4% 729,614.0 87.7% 
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【将来ビジョン（案）】
• 目標達成により実現する将来ビジョンを部門別に示します。

産業部門
• 間伐が促進され、林業従事者の雇用を確保、適切な森
林整備により森林吸収源として機能しており、森林の多
面的機能が維持されている。

• アマモ場の適切な保全によりCO2吸収に加え、浜名湖の
生態系の維持にも貢献している。

• 景観等の阻害とならない太陽光・風力発電が導入され、
地域にクリーンな電力を供給している。

• 技術の進歩により、洋上風力発電が導入され、地域の安
定的な再エネ電源として電力を供給している。

• スマート工業団地化により、地域マイクログリッドが構築さ
れ、エネルギー面で自立した工業地域が形成されており、
持続可能な産業の発展に大きく寄与している。

• 老朽化した工場はZEB改修され、環境負荷の少ない運
営により、脱炭素に貢献している。

• 温暖化への理解が進み省エネ行動が定着している。

業務その他部門
• 公共施設やオフィスビルが太陽光や省エネ機器の導入な
どによりZEB化され、環境負荷の少ない運営で脱炭素に
貢献している。

• 温暖化への理解が進み、省エネ行動が定着している。
• テレワークの浸透により通勤移動に伴うCO2排出が抑制
されている。

• 建物には太陽光発電設備が標準的に設置され、
CEMSなどによるエリア一体での需要調整が一般化して
いる。

• 公共施設はZEB化しており、太陽光発電と蓄電池が設
置され、非常時にも電源機能を有した防災施設となり、
地域の安全な暮らしに貢献している。
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【将来ビジョン（案）】

家庭部門
• 太陽光発電、省エネ機器、HEMSなどの普及でZEH化し
ており各家庭が脱炭素に貢献している。

• 温暖化への理解が進み省エネ行動が定着している。
• 学校などの公共施設には再エネ及び蓄電池が設置され避
難所として機能しており、市民の安全・安心な生活に寄与
している。

• 住宅には太陽光発電設備が標準的に設置され、CEMS
などによるエリア一体での需要調整が一般化している。

• EVと併せてV2H（Vehicle to Home）が各家庭に普
及しており、地域レジリエンスの強化にも寄与している。

運輸部門
• 市内を走る車は全てがEV車など次世代自動車となってお

り、充電ステーションが至る所にあり、電池切れを気にせず
市内を走行することができる。

• 公共交通網やカーシェアが充実し、市民が市内の至るとこ
ろに移動できるようになっている。

• 次世代自動車の車両価格、燃料代が安価となり、移動
手段の最初の選択肢となっている。

• トラックなどの貨物車両も次世代車両化が進んでいる。
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【目標達成に向けた施策内容】
• これまで整理した本市の現状・課題を踏まえ、目標達成に向けた施策（案）を考案しました。

表 目標達成に向けた施策（案）
【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及 

・太陽光（湖西ソーラーウェイに続くメガソーラー案件の発掘等）の導入検討 

・太陽光以外（バイオマス・風力・水力等）の再エネ電源の導入検討 

・各種支援制度の充実による省エネ推進（ZEB、ZEH導入支援援助金の新設、市内中小企業等の省エ

ネ設備導入支援、省エネ診断後の省エネ施設導入支援等） 

・関係自治体との連携による「地域循環共生圏」の構築 

・「脱炭素先行地域」「重点対策加速化事業」の活用 

・ブルーカーボン・グリーンカーボンによる温室効果ガス吸収源の確保 

【2】「モノづくり産業」の持続可能な発展に向けた産業支援 

・各種支援制度の充実による省エネ推進（市内中小企業等の省エネ設備導入支援、省エネ診断後の

省エネ施設導入支援等） 

・市内自動車の次世代自動車化推進（運輸部門の補助金メニューの充実化） 

【3】オール湖西による脱炭素社会の形成に向けた、地球温暖化に対する意識啓発 

・国、自治体、事業者、官民ファンド等の各ステークホルダーとの連携による普及啓発活動 

・自治会等の地域ネットワークを活用した市民向け広報活動 

【4】行政におけるゼロカーボン化の推進 

・市職員向けの普及啓発活動と横展開 

・公共施設への太陽光発電導入 

・公共施設への LED照明導入 

・公共施設への自立・分散型エネルギーの設備等の導入 

・公用車を次世代自動車へ更新 
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(1) 太陽光（湖西ソーラーウェイに続くメガソーラー案件の発掘等）の導入検討

• 土地系太陽光発電は、メガソーラー案件の発掘等により積極的な太陽光導入を図ります。

図 湖西市のメガソーラー（湖西ソーラーウェイ）
出典：湖西市「湖西ソーラーウェイ」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(1) 太陽光（湖西ソーラーウェイに続くメガソーラー案件の発掘等）の導入検討

• 建物系太陽光発電は、PPAの活用を含め、市民・事業者への導入を促進していきます。

図 PPAについて
出典：環境省「自家消費型の太陽光発電設備導入のメリット」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(2) 太陽光以外（バイオマス・風力・水力等）の再エネ電源の導入検討

• 陸上風力は、ポテンシャルの高い湖西連峰の北側で導入検討を進めていきます。
• 洋上風力に関しては、今後の技術動向を注視しながら導入可能性を検討していきます。

図 陸上風力の導入ポテンシャル
出典：環境省「REPOS」

図 洋上風力の導入ポテンシャル
出典：環境省「REPOS」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(3)各種支援制度の充実による省エネ推進（ZEB、ZEH 導入支援援助金の新設、
市内中小企業等の省エネ設備導入支援、省エネ診断後の省エネ施設導入支援等）

• 関係省庁による支援策を有効に活用していくことにより、さらなる省エネルギー化の促進を図ります。

図 省エネ支援策パッケージ
出典：経済産業省「令和 4 年度第 2 次補正予算省エネ支援策パッケージ」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(4) 関係自治体との連携による「地域循環共生圏」の構築

• 環境省の支援制度を活用しながら、地域プラットフォームの形成を通じて事業化を進めることにより地域循環
共生圏の実現を目指していきます。

図 地域循環共生圏の創造プロセス
出典：環境省「環境で地域を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(5) 「脱炭素先行地域」、「重点対策加速化事業」の活用

• 「脱炭素先行地域」や「重点対策加速化事業」を活用し、施策の実現性を高めていくことを目指します。

図 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金
出典：環境省「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(6)ブルーカーボン・グリーンカーボンによる温室効果ガス吸収源の確保

• 浜名湖に分布するアマモ場は、ブルーカーボンと呼ばれ海の吸収源として注目されています。アマモ場による吸
収源の確保のため、環境保全活動を推進していきます。

図 アマモによる炭素吸収のしくみ
出典：国土交通省「海の森 ブルーカーボン」
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【1】省エネルギーの推進と再生可能エネルギー等の普及
(6)ブルーカーボン・グリーンカーボンによる温室効果ガス吸収源の確保

• 林業雇用の促進、エネルギーの地産地消など森林吸収源の確保を通じて、森林の多面的機能の維持など
複合的な課題解決へ向けた検討を進めます。

図 森林の有する多面的機能
出典：農林水産省「森林・農地の有する多面的機能の発揮による国土強靱化の取組」
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【2】「モノづくり産業」の持続可能な発展に向けた産業支援
(1)各種支援制度の充実による省エネ推進（ZEB、ZEH 導入支援援助金の新設、市
内中小企業等の省エネ設備導入支援、省エネ診断後の省エネ施設導入支援等）

• 関係省庁の製造業向けの支援制度など活用により、製造業のさらなる省エネルギー化を促進します。

図 工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業
出典：環境省「工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業」
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【2】「モノづくり産業」の持続可能な発展に向けた産業支援
(1)各種支援制度の充実による省エネ推進（ZEB、ZEH 導入支援援助金の新設、市
内中小企業等の省エネ設備導入支援、省エネ診断後の省エネ施設導入支援等）

• 工業団地のエネルギー融通により工業団地一体での効率的なエネルギー消費の効率化を目指します。

図 市内の主な工業団地
出典：国土地理院「地理院地図」に加筆
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【2】「モノづくり産業」の持続可能な発展に向けた産業支援
(1)各種支援制度の充実による省エネ推進（ZEB、ZEH 導入支援援助金の新設、市
内中小企業等の省エネ設備導入支援、省エネ診断後の省エネ施設導入支援等）

図 連携省エネルギー事業の概要（スマート工業団地のイメージ）
出典：環境共創イニシアチブ「省エネ補助金の活用事例」
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【2】「モノづくり産業」の持続可能な発展に向けた産業支援
(2)市内自動車の次世代自動車化推進（運輸部門の補助金メニューの充実化）

• 支援制度の充実により次世代自動車の導入を促進していきます。

図 クリーンエネルギー自動車導入促進補助金
出典：経済産業省「クリーンエネルギー自動車導入促進補助金(CEV 補助金)の概要」
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【3】オール湖西による脱炭素社会の形成に向けた、地球温暖化に対する意識啓発
(1)国、自治体、事業者、官民ファンド等の各ステークホルダーとの連携による普及啓発

• これまでの啓発活動を継続し、新たな啓発活動の検討・実施により、事業者や市民の意識向上を図ります。
• 静岡県の取組なども参考にしながら、市民参加型の活動など普及啓発活動を検討します。

図 湖西市の啓発活動状況
出典：湖西市「企業向け湖西市カーボンニュートラル講演会」

図 静岡県における普及啓発活動
出典：静岡県「ふじのくにCOOLチャレンジ」
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【3】オール湖西による脱炭素社会の形成に向けた、地球温暖化に対する意識啓発
(2)自治会等の地域ネットワークを活用した市民向け広報活動

• 自治会等と連携した広報活動や、
LINEによる有用な脱炭素にかかる
情報の配信、ZOOM 等による説
明会などといった市民に広く周知が
可能な活動の手法について検討し
ます。

図 湖西市の広報資料
出典：湖西市「広報こさい

2022年12月号」
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【4】行政におけるゼロカーボン化の推進
(1)市職員向けの普及啓発活動と横展開

• 他市町村の事例を参考に、関連団体や事業者と連携し、勉強会を定期的に開催することで、市職員の脱
炭素に向けた意識の向上を図ります。

図 静岡市における市職員向けの勉強会
出典：静岡県地球温暖化防止活動推進センター「静岡県内の各主体と連携して取組む気候変動の影響への適応策の紹介」



5.目標達成に向けた施策（案）
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【4】行政におけるゼロカーボン化の推進
(2)公共施設への太陽光発電導入

• 棟数割合の多い学校やエネルギー需要の高い施設を中心に太陽光発電の導入を推進します。

図 湖西市の公共施設の棟数割合
出典：湖西市「湖西市公共施設白書（Vol.2）」



5.目標達成に向けた施策（案）
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【4】行政におけるゼロカーボン化の推進
(3)公共施設への LED 照明導入

• 公共施設の維持管理費が課題となっています。比較的導入コストが安価なLED照明の導入により公共施
設の省エネルギー化を図り、ライフサイクルコストの低減に寄与します。

図 白熱電球とLEDの比較
出典：経済産業省「省エネポータルサイト」



5.目標達成に向けた施策（案）
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【4】行政におけるゼロカーボン化の推進
(4)公共施設への自立・分散型エネルギーの設備等の導入

• 太陽光に加え、蓄電池・EV・V2H等の導入により、非常
用電源を有した防災拠点の整備を推進します。

表 湖西市の避難指定所

出典：湖西市「湖西市公共施設白書（Vol.2）」

図 学校への太陽光発電・蓄電池の導入例（千葉市）
出典：再生可能エネルギー活用事例データベース



5.目標達成に向けた施策（案）
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【4】行政におけるゼロカーボン化の推進
(5)公用車を次世代自動車へ更新

• 公用車をEVへ更新することにより、排出量削減に加えて地域の非常用電源として地域レジリエンスの強化
が期待できます。

図 EV からの給電状況（避難所等で携帯電話充電、扇風機、冷蔵庫等に使用）
出典：経済産業省「災害時には電動車が命綱に！？xEVの非常用電源としての活用法」
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